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1 はじめに

これまでに、数多くのイチゴ高設栽培システムが開発・市

販されているが、生産者が導入する場合に、システムの選択

に迷う事例が多々生じている。この一因には、各システムの

基本特性(温度特性、培地の物理性・化学性等)が不明瞭な

ことが挙げられるが、それらの基本特性を比較検討した事例

は数少ない。そこで、主要なイチゴ高設耕音システムにおけ

る耕音槽の材質、形状が培地温度変化に及ぼす影響を比較検

討し、その特性を明らかにする。

2 試験方法

(1)去lo'音槽の材質、形状が培地温度変化に及ぼす影響

(試験1)

材質、形状の異なる 7種類の高設栽培槽を供試した(表

1)。各栽培槽にヤシガラ培地(ココブロック、カネコ種

苗)を充填して無加温二重被覆ノ、ウス内のベンチ上に配置し、

各和音槽中央部および側壁面内側2cmの位置に3、8cm深さで

それぞれ温度センサーを設置して培地温度を測定 (2012年11

月 ~2013年1月)し、部位・深さ毎に栽培槽間で培地温度変

化を比較した。

(2)加温条件下における数種耕音槽の培地温度変化特性

(試験2)

材質、形状の異なる 5種類の高設栽培槽を供試した(表

3)。各栽培槽にヤシガラ培地を充填して、最低気温5
0
Cお

よび100C設定の温室内のベンチ上に配置し、各耕音槽中央部

深さ7cmの位置に温度センサーを設置して培地温度を測定 (2

013年12月 ~2014年l月)し、耕音槽聞で培地温度変化を比較

した。

3 試験結果および考察

(1)業母音槽の材質、形状が培地温度変化に及ぼす影響

(試験1)

供試した7種の柔母音槽の断面積(試算値)には約2.5倍の差

があり、株当たり培地量(試算値)は1.2~3. 2L/株の範囲に

あった(表1)。日平均培地温度には耕音槽間で各部位とも

に大きな差はみられなかったが、発泡スチロール製栽培槽

(A、B)で日最高温度が他より低く、日最低温度が高し沖頃

向がみられ、このため培地温度の日較差が小さかった(表2、

図1)。この発泡スチロール製耕音槽で培地温度目較差が小

さく、他 (D~G) で大きい傾向は、深さ8cmの部位でより

顕著であり、気温日較差が大きいほど培地温度日較差の耕音

槽材質問の差が大きかった(図1、図2)。なお、培地量が

少ないプラスチック製耕音槽 (D)で出音地温度の変動が著

しく大きかった。

(2)加温条件下における数種耕音槽の温度変化特性

(試験2)

供試した 5種の栽培槽の株当たり培地量(試算値)は、

1. 2~3. 6L/株の範囲にあった(表3)。最低気温 50C、100C

設定ともに、発泡スチロール製耕音槽で日平均培地温がプラ

スチック製と比較してやや低かった(表4)。また、発泡製

で日最高培地t昆が低く、日最低がやや高川頃向がみられ、こ

のため日較差が小さく(表4、図3)、加温条件下でも試験

1と同様に発泡スチロール製耕音槽で培地温度の日較差が小

さいことが認められた。

4 まとめ

上記のように、主要なイチゴ高設栽培システムにおける

耕音槽の培地温度変化の特性は、材質、形状によって異なり、

とくに発泡スチロール製和音槽で培地温度目較差が小さく、

気温日較差が大きし、ほど培地温度目較差の耕音槽材質問の差

が大きかった。また、冬期の加温条件下でも発泡スチロール

製和音槽で培地温度の日較差が小さし、ことが認められた。今

後、作物耕音条件下における培地温度変化特性と生育、収量

との関係、ならびに培地の物理性・化学性と生育との関係等

についてさらに検討を進め、主要なイチゴ高設耕音システム

の基本特性を明らかにする必要がある。

-103-



東北農業研究 第 67号 (2014)

表1 供試和音槽の性状(誤験1) 

栽培 材質 タイプ 断面 断面部内径(cm) 同深さ断面積y) 培地量

槽 形状z) 上面 下面 (cm) (cm2) (U株)，)

A 発泡スチロール連結型長方形 21.0 21.0 15.0 315 3.2 

B 発泡スチロール独立型 台形 24.5 18.5 12.0 232 2.3 

C 発泡スチロール連結型長方形 31.0 31.0 8.0 248 2.5 。 プラスチック 独立型 台形 12.0 3.5 15.0 123 1.2 

E プラスチック 独立型 台形 20.5 15.0 13.0 242 2.4 

F プラスチック 独立型 台形 24.0 23.5 11.0 285 2.9 

G 透水性シート 連結型 台形 27.0 5.0 16.0 256 2.6 

z)一部曲面等を近似、y)近似による鼠算値、 x)株間20cm2条植えと仮定した場合の鼠算値

表2 測定制立別の日平均、日:最高、日最低培地温度と日較差(誌験1) 

栽培槽 中央部深さ3cm 中央部深さ8cm 側壁近傍深さ3cm 側壁近傍深さ8cm

日平均日墨晶日量低 日較差 日平均日墨画日墨~日較差 日平均日最邑日墨低日較差 日平均日量邑白墨~日藍差
(OC) (OC) CC) (OC) 

A 6.8 13.5 2.9 10.6 7.0 9.5 4.7 4.8 6.9 13.8 3.0 10.9 7.0 10.0 4.4 5.6 

B 6.7 13.0 2.7 10.3 6.7 9.7 3.9 5.8 6.7 13.5 2.6 10.9 6.7 10.4 3.6 6.8 

C 6.8 14.1 2.5 11.6 6.6 14.7 2.0 12.7 

D 6.6 16.7 1.2 15.5 6.8 15.8 1.7 14.2 6.7 18.6 1.0 17.6 6.9 17.4 1.6 15.8 

E 7.1 13.7 2.6 11.1 7.0 12.1 3.0 9.1 7.0 15.4 2.1 13.3 7.0 14.0 2.6 11.4 

F 6.9 13.1 2.5 10.6 7.0 11.6 3.3 8.3 7.1 16.9 2.0 14.9 7.1 15.0 2.5 12.5 

G 6.5 14.4 1.9 12.4 6.4 11.0 2.8 8.2 6.7 18.0 1.4 16.6 6.5 13.8 2.2 11.6 
2012年11月23日-12月21日における目別温度の平崎値、ーデ一世なし、気温日平均6.4、日最高23.5，日最低-0.9、日較差24.40C
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図2 気温日較差と培地温日較差との関係

(詐蛾1、側壁近傍深さ8cm)

図1 各耕音槽内の刺胡リ培地温度の日変化 (試験1) 
(左上 :中央部深さ3cm、右上 中央部深さ8cm、左下 ー側壁近傍深さ3cm、右下 。側壁

近傍深さ8cm、深さ8cmグ、ラフの耕音槽Cは深さ5cmの値、測定日 2012年11月29日)

表3 供試耕音槽の性状(訟験2)

栽培槽 材質 ヲイブ 断面 断面部内径(cm) 同深さ 断面積，) 培地量
形状，) 上函 下函 (cm) (cm2) (U株)心 25 1- .1¥ 

A 発泡スチロル 連結型 長方形 21.0 21.0 15.0 315 3.2 
日 発泡スチロール 独立型 台形 25.0 15.0 17.0 334 3.6 20 

c プラスチック 連結型 台形 24.0 23.5 11.0 285 2.9 。
D プラスチッヲ 独立型 台形 12.0 3.5 15.0 123 1.2 ;;::; 15ト 且JI rl~、 I 15 

E プラスチッウ 独立型 台形 20.5 15.0 13.0 242 2.4 
型量当電

cl 師曲面等を近似 y)近似による鼠算憧、叫株間20cm2粂植え(培地滑Dのみ1条)と恒宣した場合の鼠算憧 10ト ， " 1 で司叩
表4 加温条件下での各耕音槽の培地温度(誤験2)

栽培槽材質 培地温(Oc) 。』制円-噂蜘締S宅ヨニ=-"，，= 。寸明峨制伊唱喧ご盟主主盟主虫記再調
最低気温50C設定 最低気温100C設定

日平均日最高 目最低目較差 日平均日最高 日最低日較差
図3 加温条件下での部位別培地温度の 日変化A 発泡 8.3 11.5 5.7 5.8 12.3 14.8 10.4 4.4 

B 発泡 8.2 11.8 5.3 6.5 12.2 14.8 10.3 4.5 (誤験2)
C プラ 8.8 13.7 5.1 8.5 13.4 17.3 10.7 6.6 (左 ・最低気温5

0
C設定、右 :同10

0
C設定、測定日:2014 

D プラ 8.9 18.5 4.1 14.4 12.8 21.0 9.2 11.8 
年1月25日)E プラ 8.7 14.2 4.9 9.3 12.6 17.6 9.2 8.4 

気，‘z目z 9.0 22.5 3.0 19.6 13.6 25.2 9.3 15.9 
1/23-1/28の測定値
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